
　　　　　　　　発行 ： 平成30年3月10日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I.S.O.9001認証事務所

　　　　　　　　更新 ： 平成30年4月11日

あなたの未来を一緒に考える　　　

尾中税務会計事務所

2017年度　環境活動レポート
(2017　1.1～12.31）

ＯＮＡＫＡ ＴＡＸ     ＯＦＦＩＣＥ



　１．目次・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1

　２．ごあいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

　３．経営方針・環境方針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3

　４．実施体制図（役割・責任・権限表）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4

　５．事務所概要  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5

　６．環境負荷の実績及び環境目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

　７．2017年度実績<　電力　>・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7

　８．2017年度実績<　自動車燃料　> ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

　９．2017年度実績<　一般廃棄物　>  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

１０．2017年度実績<　コピー用紙　>・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

１１．環境活動計画と評価・法規制等の遵守状況・・・・・・・・・・・・・・11

１２．これからの課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12

１３．事務所内での活動取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

１４．緊急事態対応訓練・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14

2017年度　環境活動レポート

〈 目 次 〉

1



　

　

2

 

 

 

 

□ごあいさつ 
 

 

 

 わが事務所は、平成12年よりエコアクションを開始し、今年で17年が経過しました。

環境活動を通して、所内だけでなく関与先である多くの中小企業にも、環境への意識が

徐々に広がっているように思われます。 

 

 環境活動のなかでも、最初は数値的な変化しか見ていませんでした。しかし、長く取

り組む中で見えてきたことは、環境活動をする真の意義とは心の状態の変化にある、と

いうことです。 

 

 所内での環境活動はあまり大きな成果があるものではないかもしれませんが、環境に

優しい事務所づくりを継続して推進することにより、環境を意識し行動できる人が一人

でも増え、社会貢献する喜びを全社的に味わうことができました。 

 

 大きなことはできないまでも、小さなひとつひとつの行動が思いもよらない成果につ

ながることもあると考え、これからもこの活動を継続していきます。 



　　１．具体的に次のことに取り組みます。
　　　①電力と自動車燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

　　　②コピー用紙等使用資源の省資源、
　　　　廃棄物の３Ｒ（抑制、再使用、再生利用）の推進

　　　③水資源の節水
　　　④グリーン購入の推進
　　　⑤サービス提供時における環境配慮の推進
　　　　環境活動情報の提供
　　　⑥組織内の5S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）の推進
　　　⑦事務所周辺の美化

　　２．環境関連法規制や当事務所が約束したことを順守します。

　　３．環境への取り組みを環境活動レポートとしてとりまとめ公表します。
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　　＜環境保全への行動指針＞

制定日：2007年11月13日　　
改訂日：2013年 2月15日　　

　　　これらについて環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的な改善に努めます。

経  営  方  針

未来を一緒に考える
～Think The Future～

お客様の未来

環 境 方 針

　　　　私たちは、ますます深刻化する地球温暖化や、今後予想される資源の枯渇への対応が人類共通の重要課題
　　　　との認識にたち、全社一丸となって自主的・積極的に、環境保全活動に取り組みます。

私たちは、「超一流の品質」と「まごころ」を通じて、お客様と感動を共有し、価値ある未来を創造します。

社会の未来

私たちは、「誠実な行動」と「笑顔」を通じて、社会との信頼関係を築き、輝く未来に貢献します。

会社・社員の未来

私たちは、「おしみない協力」と「情熱」を通じて、自己成長を続け、豊かで楽しい未来を実現します。



【全社認証範囲】

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

責任者 傳　智子

小泉　綾加

代表者

所長：尾中　寿

― 役割・責任・権限表 ―

環境管理

　　　作成者： 小泉　綾加
　　　更新日：平成30年3月10日

事務局

代表者（所長）

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境管理責任者を任命

中城　智恵

ミーティング・朝礼

総務部 監査部 システム部
㈲未来経営センター

社長：尾中　寿

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標・環境活動計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境活動レポートの承認

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

ミーティング・朝礼

全従業員

・活動計画の報告

・評価・是正処置の協議・決定

・環境目標、環境活動計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境経営システムの構築、実施、管理、

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認

・環境目標・環境活動計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境活動レポートの確認

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

環境管理責任者

環境事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

実 施 体 制 図 
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尾中税務会計事務所

所長・税理士　　尾中　寿

東大阪市下小阪２－１４－９　YANO八戸ノ里駅前ビル３F　（2011.9.1移転）

環境管理者： 中城　智恵（責任者）、傳　智子、小泉　綾加

TEL： 06－6723－9077

税務・会計サービスの提供（税理士業般、業績管理、経営計画策定）

売上額 120百万円

関与先数 約120社

従業員　　　　　 10名

延べ床面積　　　 198㎡

事業年度： 1月～12月 休日： 土・日・祝、年末年始、お盆

　　　　　　（ただし12～3月は土曜も営業）

 所在地

 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

 事業内容（認証・登録の範囲）

 事業規模

 事業年度　及び　休日

 事業者名及び代表者名

URL： https://onakazeimu.com　　http://www.onakakaikei.net

事 務 所 概 要 
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電話機 8台
照明 72本
エアコン 4台
オーディオ機器 1台
扇風機 4台
卓上扇風機 11台
電気ヒーター 3台
掃除機 3台
電子レンジ 2台
湯沸しポット 1台
プロジェクター 1台
サーバー 1台
ノートパソコン 13台
デジタル複合機 1台
白黒プリンター 1台
カラープリンター 1台

単位
2012年

（基準年度）
2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

kg-CO2
 8,204

(電力のみ）
12,152 11,893 10,810 12,162 11,815

単位 2012年 2013年 2014年 2015年
2016年

（基準年度）
2017年

（基準年度) (基準値）
（目標）

基準年度比
（実績）

基準年度比
（目標）

基準年度比
（目標）

基準年度比

7,630 8,008 7,589 7,548
93.0% 97.6% 92.5% 92.0%
4,305 3,807 4,261 4,218
99.0% 87.6% 98.0% 97.0%

969 954 959 949
98.0% 96.5% 97.0% 96.0%

130,000 145,000 130,000 130,000
100.0% 111.5% 100.0% 100.0%

　※水道水の削減について 数値の把握ができないため、数値目標は設定せず、節水運動に取り組む

コピー用紙の削減

水道水の削減

グリーン購入の推進

二酸化炭素排出量
　

　　　計測対象
　・電力　換算係数：0.531

　・自動車燃料　換算係数:0.0671

サービスにおける環境配慮

項　目

廃棄物排出量

電力の二酸化炭素排出量削減

一般廃棄物の削減

2019年

kg 848 916 931

　　　　※自動車燃料は2013年より含む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　          年　度
　　項　目

基準値 2017年 2018年

項　目

934 989

kg-CO2

自動車燃料の二酸化炭素削減

2012 8,204

kg-CO2 2014 4,348

節水
呼びかけ

節水
呼びかけ

節水
呼びかけ

Kg 2016 989

枚 2016 130,000

954

　　事 務 所 環 境

　　主 な 環 境 負 荷 の 実 績

　　環 境 目 標 及 び そ の 実 績   ( 2 0 1 7 年 当 初 計 画 ）

備品等のグリーン購入

監査時等に情報提供

節水
呼びかけ

節水
呼びかけ

㎥
節水

呼びかけ

 

ス
ク
リ
ー
ン 

所長机 

机 

机 

机 

机 

机 

机 

机 

キャビネット 

キャビネット 

机 
会議室 

給湯室 

応接室 

応接室 

所長室 

炊事場 女子トイレ 男子トイレ 

AO機器 
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■2017年1月～12月の実績推移表

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計
2012年(基準年度) 707 954 768 587 419 610 525 953 1,045 514 442 680 8,204
2013年 774 955 791 537 391 636 726 931 718 517 390 680 8,045
2014年 705 879 747 471 374 607 709 861 708 494 388 602 7,545
2015年 714 813 672 453 408 569 609 661 709 444 397 510 6,958
2016年 616 893 642 508 512 604 758 821 875 591 399 474 7,694
2017年 609 872 750 547 376 510 785 935 878 561 440 745 8,008

（単位：kg-CO2）

2012年実績対比 97.6%

2017年目標達成率 95.3%

＜電　　　力＞

     

昨年に引き続き、基準年度を2012年の数値としています。 

電力の換算係数が0.523から0.531に変更となっており、前年度までの結果も新しい係数に換算してあ

ります。 

基準年度比では2.4％減、目標にはあと少しというところですが未達成でした。 

温暖化の影響は避けれないので、比較的気温が穏やかな日などに取り組みを強化していきます。 

また、エアコンの効率アップのために、次年度にサーキュレーターを導入予定です。 
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■2017年1月～12月の実績推移表 ＜自動車燃料＞

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計
2014年(基準年度) 367 373 369 329 334 327 375 284 427 429 340 394 4,348
2015年 271 337 339 280 303 189 351 428 409 339 322 284 3,852
2016年 278 303 391 340 420 406 479 326 510 257 343 414 4,467
2017年 265 273 380 289 338 282 314 354 288 332 317 376 3,808

（単位：kg-CO2）

2014年実績対比 87.6%

2017年目標達成率 113.1%
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昨年と同じく、排出量が安定してきた2014年の数値を基準にしています。 

基準年度比では12.4％減、目標も達成しました。 

昨年から関与先数の大幅増減はなかったため、所員全員が意識的にエコに取り組んだ為と思われます。 

今後も可能な限り車の使用を控え、電車や自転車を積極的に活用していきます。 
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■2017年1月～12月の実績推移表 ＜一般廃棄物＞

   

   

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計
2016年(基準年度） 82.3 88.7 90.1 76.1 70.1 78.7 91.1 92.4 73.2 83.8 70.9 92 989
2017年 72.4 82.5 123.7 92.3 71.6 95.6 72 60.1 61 67 88.1 67.7 954

（単位：kg）

2016年実績対比 96.5%

2017年目標達成率 101.6%

9

 

昨年から情報漏えい防止のため裏紙の使用を大幅に制限し、シュレッダーにかける量がかなり増えたため、 

今年度から基準年度を2016年に変更しています。 

基準年度比では3.5％減、目標も達成しました。 

また今年度から再資源化可能な紙類は古紙回収に出すようになりました。 

大幅な削減にはなりませんでしたが、今後もゴミの分別を強化して取り組んでいきます。 
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■2017年1月～12月の実績推移表 <コピー用紙>

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計
2016年 10,000 10,000 20,000 10,000 15,000 10,000 5,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 130,000
2017年 10,000 20,000 15,000 5,000 25,000 15,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 5,000 145,000

（単位：枚）

2016年実績対比 111.5%

2017年目標達成率 89.7%
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一般廃棄物と同様に、昨年から情報漏えい防止のため裏紙の使用を大幅に制限したため、 

今年度から基準年度を2016年に変更しています。 

基準年度比では11.5％増、目標も未達成でした。 

必要以上に使用してしまっているものを見直し、削減に努めます。 
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取り組み計画 単位 評　価（結果と次年度の取組内容）

電力の二酸化炭素削減 基準年度 8,204 kg-CO2 ההה∏⅝≢

・空調温度　夏27℃　冬20℃を徹底する 目標 7,630 ה ≤╙╒╓ ≢⅝╕⇔√

・クールビズ・ウォームビズの推進 実績 8,008 ↕ ≤⇔≡◌▬꜡╛└↨ ↑⌂≥╙ ⇔≡™╕∆

・電灯・PCの不要時の消灯・省電力設定 目標達成率 95.3% ⇔≡™╕∆

・ブラインド・カーテンの利用に熱の出入りを調節 ⌐ │Ⱪꜝ▬fi♪╩ ⇔≡™╕∆

・定時退社を目指す

╩כ♃כ꜠ꜙ◐כ◘⌐ ≢∆

自動車燃料の二酸化炭素削減 基準年度 4,348 kg-CO2

・エコドライブの励行 目標 4,305 ↑≢⅝≡™╕∆

・ガソリン使用量の把握 実績 3,808 ↑⌂ↄ ⇔≡™╕∆

・公共交通機関・自転車の積極活用 目標達成率 113.1% ⌐ ╡ ╖╕⇔√

一般廃棄物の削減 基準年度 989 kg

・コピー機・プリンタのトナーを回収に出す 目標 969

・シュレッダーの使用を機密文書等に限る 実績 954 ⌂ │ ⌐ ∆╟℮⌐⌂╡╕⇔√

・買い替え時の取り換え可能な製品の利用を推進 目標達成率 101.6%

・インターネットファックスの活用 ╩

コピー用紙の削減 基準年度 130,000 枚 ≢⅝∏Ν

・所内文書を見直してペーパーレスを推進する 目標 130,000

・書類の電子ファイリングを推進する 実績 145,000 ⌐≡ ⁸ ⇔≡™╕∆

・使用済み用紙の再利用を徹底する 目標達成率 89.7% ⅎ™ ─√╘ ╒╓ ⌂⇔

・プレビュー機能やコピー機の設定でミスコピーを減らす

水道水の削減 活動のみ － ㎥

・節水をよびかけるシールを貼る －

・流しに生ゴミ等を流さないようにする －

グリーン購入の推進 活動のみ －

・環境ラベル認定等製品を優先的に購入する －

・コピー用紙等を環境配慮製品に変える －

サービスにおける環境配慮 活動のみ －

・製品に使用する紙の枚数を減らす － ↓╣ ∆╢─│ ⇔™

・移動時の公共交通機関・自転車の活用

当事務所に関わる主な環境関連法規制は次の通りである。

適用される法規制

家電リサイクル法

廃棄物処理法

顧客要求事項

　環 境 活 動 計 画 及 び 取 組 結 果 と そ の 評 価 、 次 年 度 の 取 組 内 容

　環 境 関 連 法 規 制 等 の 順 守 状 況
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達成状況

適用される施設等

また、過去３年間にわたって違反や訴訟もありませんでした。

一般廃棄物（紙・段ボール・プリンタトナー等）

環境関連法規制等の順守状況の評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。

テレビ、冷蔵庫

顧問先でのルール

                   



　　１． 対 外 発 信 に つ い て

　　2． 防 災 ・ B C P に つ い て

　　3． 補 助 金 活 用 に つ い て 
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　事務所内での環境負荷削減活動は年々難しくなってきているので、今後はより一層、顧客へのエコ
推進活動に取り組む必要があると考えます。
　
　今後の取り組みとしては、電力プラン見直しによるコスト低減と同時にエコになる提案や、環境関連
法規の改正情報などをタイムリーに発信していきます。

 また、今年度は、「環境コミュニケーション大賞」や「なにわエコ会議CO₂削減コンペ」に応募するなど、
積極的に対外発信に取り組むことで、他事業者のご活動を学ぶことができました。来年度もコンペ等に
意欲的に参加することで、活動の幅を広げていきます。

　南海トラフ巨大地震や首都直下地震など、今後30年以内に震度6以上の地震が発生する確率は
70％と想定されている中、緊急災害時の対応としてBCP（事業継続計画）の早急な取り組みが必要と
考えます。

　まずは、来年度も避難訓練を継続して行うと同時に、新たに災害時の連絡方法を確定し、事務所職
員全員が把握し、緊急時も速やかに行動できるよう取り組みます。

　また、BCPの説明会を開催し、顧問先にも提案することが今後の課題になります。

　環境活動が経営支援にも繋がるように取り組むことも課題の一つです。国・自治体の助成施策を最
大限活かせるよう、情報を常に注視していきます。

　主な助成施策として、経済産業省の「エネルギー使用合理化等事業者支援補助金」、環境省の「二
酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金」が挙げられますが、具体的な行動として、顧問先に対象事
業者がいないかチェックし、情報発信していきたいと思います。

       



・　ゴミの削減（昨年の「これからの課題　１」に対して）

情報漏えいを防止するために昨年度から裏紙の使用を大幅に
制限したため、ゴミの量が急激に増えました。
　
これに対処するため、市内で古紙を回収してくれる業者を探し、
月に一回古紙回収に来ていただくことになりました。

無料回収対象物

これにより、一般廃棄物量が約　240Kg削減できたと考えられます。

・電力プランの見直しのご提案（昨年の「これからの課題　２」に対して）

決算報告会時に使用する「担当者チェックリスト（R41902-2D)に
エコアクションの提案として記載し、決算報告会時のご提案を推
進しています。
何社かはご提案に興味を持っていただき、電力会社を変えるなど
の対応をしていただきました。
これからも決算報告会を利用してエコアクションの提案を行ってい
きたいと思います。

・ecoクリップの対外発信（昨年の「これからの課題　３」に対して）

ecoクリップのチラシを印刷し、巡回監査担当者に関与先へ配布して
もらいました。

大きな反応は得られませんでしたが、エコ活動の意識付けにはなった
と思います。

・なにわエコ会議CO₂削減コンペ応募（昨年の「これからの課題　２」に対して）

二酸化炭素削減（CO₂）や節電など、地球温暖化の緩和に向けた
取り組みとして主催された「CO₂削減コンペ」に応募しました。

結果は、「チャレンジ賞」受賞！
なにわエコ会議会長名での表彰に決まりました。

これからも対外発信の一環として、積極的に参加していきます。

・第21回環境コミュニケーション大賞応募（昨年の「これからの課題　２」に対して）

エコアクション２１認証登録企業の環境活動レポートを対象とする
「環境活動レポート部門」に応募しました。

入賞という結果は得られませんでしたが、他の活動を知る良い
機会になりました。

受賞された他事業者の活動レポートが公表されているので、
事務所内外で共有し、今後の環境活動の発展に努めます。
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　新聞紙、パンフレットなどのリーフレット類、書籍、プリント等



■緊急事態の想定： 火災

■実施日： ■実施場所：

■参加者：所長、佐々木、内山、石川、磯貝、■実施内容：　通報訓練、消火訓練、避難訓練

岩口、小川、兵頭、阿保、小泉、

中城、傳

■評価：

■実施状況の様子

事務所内の消火器や屋上のカギの場所、廊下の警報器を全員で確認しました

屋上までの避難経路の確認、１Fまでの避難経路の確認を行いました
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　手順通りに実施したところ、特に問題点はありませんでした。
　今後も年に1回は必ず実施するようにします。

平成29年5月2日 　事務所屋上及び周辺

        



□代表者による全体の評価と見直し

実施日：

◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針
　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境目標・活動計画の達成状況 ◇環境目標・活動計画

◇その他 ◇その他

今後、所内での環境活動はあまり大きな成果が挙げることができないかもしれないが、新入職員も含め、環
境に優しい事務所づくりを推進することにより、環境を意識し行動できる人を一人でも多くつくることで、社会
貢献する喜びを全社的に味わいたい。

2018年4月11日
【前回の指示への取組結果】

数値的な評価は大きな成果は出てないが、環境活動を継続することで環境への意識付けがされ、社員全体
の一体感が出てきたように思う。

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞

・環境活動を通じて、コスト削減と環境に対する意識
改革に努め、社会貢献する・個人情報保護法は、紙の再利用に制限

を与える

・職員の環境への意識改革は進んでる。さ
らなる進化を期待する。

・環境に優しい事務所づくりの継続
・お客様へコスト削減と環境に優しい事務所をアピー
ルする

【今回の評価結果と今後の経営視点】
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